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１．背景と目的 

金融包摂は、フォーマルな金融仲介機関が提供する基本的な金融サービスへのアクセス

拡大や利便性を促すことで、すべての人々、とりわけ低所得層の所得水準を引き上げ、貧

困状況の緩和と削減を実現することを目指す金融発展の新しい概念である。この金融包摂

に対する社会的な関心の高まりを背景に、近年、世界各国の金融包摂に関するデータベー

スが国際機関を中心に構築され、こうした統計データを用いて、金融包摂の進展が実際に

各国経済に対してどのような影響を及ぼし得るかについて実証的な分析が行われている。

本研究では、特に金融包摂と所得分配の関係性に焦点を当て考察を行う。 

フォーマルな金融サービスへのアクセス性や利用可能性が改善することで、それまでフ

ォーマルな金融から疎外されていた人々は運転資本の利用、信用履歴の形成、ショックに

対する経済活動の平準化などを通じて、金融包摂からより多くの恩恵を受けることになる。

これは比較的所得水準が低い傾向にある未銀行化の人々の所得水準を相対的に上昇させる

ことにつながり、その結果、金融包摂が進展することで、国内の所得格差は時間の経過と

ともに縮小に向かうことが想定される。 

他方、金融包摂が未だ十分進展していない段階や、ある程度の金融包摂が達成された後

では、金融包摂が進むことで所得格差はむしろ拡大する可能性がある。例えば、金融包摂

が低い水準から進展する過程において、それまで既に金融サービスから多くの恩恵を受け

てきた人々は、非自発的な金融疎外の人々に比べて優位な自らの立場を利用してさらに多

くの恩恵を金融サービスから享受するよう行動するかもしれない。また、金融包摂がある

程度進展することで、すべての人々が基本的な金融サービスを等しく利用できるようにな

ると、金融仲介機関は規制当局による包摂実現に向けた介入の緩和を背景に、より高い収

益が見込める高所得層を対象に付加価値の高い金融サービスを提供しやすくなる。このよ

うな場合、金融包摂の進展はそれまで未銀行化であった人々に恩恵をもたらす一方、既に

銀行化されてきた人々に対してより多くの恩恵を与え、彼らの所得水準を一層高めること

で、所得格差は拡大することになる。 

このように、金融包摂と所得分配については、概念的には対照的な関係性が想定される

ため、本研究ではデータを用いて、金融包摂が所得格差に対してどのような効果を持ち得

るかについて計量的に明らかにすることを目的としている。 

 

２．分析方法 

分析に際しては、先行研究に基づき、金融包摂の所得分配に対する効果について以下の

モデルを特定化し、ダイナミックパネル GMM を用いて推定を行う。 
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GINIi,t = β0GINIi,t-1 + β1FIi,t + β2FIi,t×FIi,t + γ’Xi,t + αi + ui,t                      （１） 

ここで、GINIi,tは i 国の t 年における所得格差、FIi,tは金融包摂、Xi,tはコントロール変数、αi

は国特有の固定効果、そして ui,tは誤差項をそれぞれ示している。 

金融包摂は多面的な概念であるため、関連する複数の変数を考慮した合成指標を用いて

金融包摂の進展度を計測する。また、金融包摂の線形項と自乗項をモデルに含めることで、

所得格差に対する線形効果と非線形効果の双方の存在についても検証を行う。さらに、分

析対象を先進国と途上国からなるすべての国と、途上国のみに分けることで、経済の発展

段階の相違による分析結果に対する影響を考察する。 

 

３．結果 

2004年から 2020年までの先進国・途上国 159カ国、もしくは途上国 121カ国のアンバラ

ンスパネルデータを用いて、（１）式を推定した結果、次のことが明らかになった。 

第一に、金融包摂の線形項はマイナスの符号を持ち、統計的に有意になっている。これ

はフォーマルな金融サービスへのアクセスと利用の拡大が対象国における所得格差を縮小

させていることを示唆している。 

第二に、金融包摂の自乗項についても係数はマイナスになり、有意になっている。線形

項の結果を考慮すると、この自乗項の結果は金融包摂の所得格差に対する限界効果はマイ

ナスで、金融包摂の値が大きくなるにつれてマイナス効果が大きくなることを示唆してい

る。 

第三に、金融包摂の線形項と自乗項に関する分析結果は対象国をすべての国とした場合

でも、途上国のみとした場合でも変わらなかった。 

 

４．考察 

Brei et al.（2018）や Fouejieu et al.（2020）は金融包摂の所得格差に対する効果について、

線形項はマイナス、自乗項はプラスの符号を持ち、金融包摂の所得格差に対する効果は U

字型になることを示唆している。こうした先行研究では、本研究とは異なり、金融包摂が

金融サービスへの物理的なアクセスの観点のみから測られており、金融包摂に対する捉え

方の違いが分析結果に影響している可能性が考えられる。 
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